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Ａ．研究目的 
心房細動アブレーション後の新規再発予測因子の探
索。 
 
Ｂ．研究方法 
国立循環器病研究センターで心房細動に対してアブ
レーションを施行した76症例を対象に、術後再発と
関連する生化学マーカーを同定する。 
 
Ｃ．研究結果 
ROC解析の結果、血清フォン・ヴィレブランド因子活
性（%）が、平均観察期間182日における術後再発の
有意な予測因子であった（AUC 0.81）。カットオフ
値は184%であった（感度72%、特異度81%）。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
Ｄ．考察 
フォン・ヴィレブランド因子は血管内皮障害のマー
カーであり、虚血性脳卒中の予測因子として注目さ
れている。血清フォンヴィレブランド因子活性は心
房細動アブレーション後の脳卒中発症リスクの指標
となる可能性がある。 

 
Ｅ．結論 
血清フォン・ヴィレブランド因子活性は心房細動ア
ブレーション後の再発と関連した。血清フォン・ヴ
ィレブランド因子は心房細動再発と関連することは、
心原性脳塞栓症の重症化を予測できる可能性があり
長時間腕時計型モニタリング機器による心房細動発
生と組み合わせることにより、より重症化しやすい
心房細動例を検知できる有用である可能性が考えら
れた。 
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 心房細動に対するアブレーションの有効性は確立しているが、20-30%と高い再
発率が問題である。アブレーション後の再発予測因子として、左心房拡大や、長
期間持続した心房細動が知られているが、生化学マーカーで再発を予測できるも
のは確立されていない。 
 本研究では、心房細動アブレーションの術前に各種生化学マーカーを採取し、
術後の再発との関連性を検討した結果、血清フォン・ヴィレブランド因子活性が
再発と関連していた。 
 血清フォン・ヴィレブランド因子は心房細動再発と関連することは、心原性脳
塞栓症の重症化を予測できる可能性があり長時間腕時計型モニタリング機器によ
る心房細動発生と組み合わせることにより、より重症化しやすい心房細動例を検
知できる有用である可能性が考えられた。 


